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メタデータの共通項目と
大学図書館・機関リポジトリ
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「公的資金による研究データの管理・利活用
に関する基本的な考え方」(2021)
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/sanko1.pdf

•第6期科学技術・イノベーション基本計画で示された、
「公的資金による研究データの管理・利活用の推進」に
ついての考え方を具体化したもの

•研究開発を行う機関、資金配分機関、研究者それぞれに、
データポリシー、データ管理計画（DMP）、データへの
メタデータ付与などについての対応を求める

• 「メタデータの共通項目」の出処
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https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/sanko1.pdf


5
出典：公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方について(2021)

https://www8.cao.go.jp/cstp/datapolicy_outline.pdf
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メタデータ
の共通項目

メタデータ
※



国の研究データ政策における機関リポジトリの
位置づけ

「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」より

• 「研究開発を行う機関は、管理対象データへのメタデータの付与を進め
るとともに、研究者による機関リポジトリへの管理対象データの収載を
進める。」
（4-2. 機関リポジトリへの研究データの収載と研究データへのメタ
データの付与の推進）

• 「研究者が適切に研究データを公開・共有するために、「2-4. 研究デー
タの公開・共有の考え方」に示したとおり、関係諸法令、国際的な規則や
慣行等との整合性のとれた機関リポジトリの整備が求められる。」
（4-4. セキュリティの確保、関係諸法令の遵守等）
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機関リポジトリと
JPCOARスキーマ
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メタデータスキーマとは

• 「メタデータの形式や構造を定義したもの。メタデータの記述に用

いる語彙定義と記述規則をあわせてスキーマと呼びます。」
（国立国会図書館ウェブサイト 「【参考】メタデータ関連用語集」

https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/standards/meta/glossary.html）

•例

• MARC21

• KBART

• DC-NDL(RDF)

• JPCOARスキーマ
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JPCOARスキーマとは

日本で機関リポジトリのために開発されたメタデータスキーマ

10片岡朋子. JPCOARスキーマ改訂の背景と概要. 第16回学術コミュニケーションセミナー
（月刊JPCOAR）. 2023, p3. https://doi.org/10.34477/0002000251



JPCOARスキーマの特徴

junii2に代わるスキーマとして、次の点を重視

• オープンサイエンスへの対応（特に研究データ）

•識別子の拡充と階層構造の採用

•国際的な相互運用性（国際組織の統制語彙の採用）
（大園隼彦ほか. JPCOARスキーマの策定：日本の学術成果の円滑な国際的流通を目指して. 情報管理 60 (10), 
719-729, 2018）
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2017年 10月 Version 1.0 公開

2018年 8月 Version 1.0.1 公開

2019年 11月 Version 1.0.2 公開

2022年 12月 Version 2.0 公開



JPCOARスキーマの改訂と
メタデータの共通項目
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メタデータ共通項目への対応

「JPCOARスキーマVersion 2.0策定方針」より

• 研究データの管理・利活用を促進するため、統合イノベーション戦略推
進会議により提示された、国内の公的資金による研究開発において共
通的に用いられる「メタデータの共通項目」に対応した拡張を行う。
（基本方針4）

• 基本方針4.により、研究データの「メタデータの共通項目」とJPCOAR
スキーマとの対応付けを行い、JPCOARスキーマのどの項目を用いれ
ば「メタデータの共通項目」に対応できるのかを提示する。
（研究データに関する主な検討事項 3. ガイドラインの整備）

（https://doi.org/10.34477/0002000146）
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https://doi.org/10.34477/0002000146


研究データ関連の変更内容

CoCOAR 15号より https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000218 14



https://www8.cao.go.jp/cstp/common_metadata_elements.pdf 15



https://www8.cao.go.jp/cstp/common_metadata_elements.pdf 16

スキーマ改訂が
関係する項目



1. 資金配分機関情報

17JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/23



助成機関識別子にe-Radの資金配分機関コード

18JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/23-.1



2. 体系的番号

19JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/23-.5

「体系的番号」に変更予定



（参考）体系的番号とは
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•国の研究開発事業を一意的に特定する番号。
各事業と、その成果である論文とを紐づけて、事業の成果を可視
化するために、論文の謝辞等に記載することとなっている。

•科学技術・学術政策研究所（NISTEP）が管理

• 令和4年度分 https://www.nistep.go.jp/archives/53002

上記URLより抜粋

https://www.nistep.go.jp/archives/53002


13. データ作成者

21JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/3



作成者識別子にe-Rad研究者番号

22JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/3-.1

e-Rad→e-Rad_Researcher



14. データ管理者

23JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/4



ROR(Research Organization 
Registry)の機関番号に対応
※現在対応しているGRIDはRORに集約の方向

機関の識別子にROR

24JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/4-.6-.1



8. データの分野

25JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/8



9. データ種別

26JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/2.0/15



資源タイプの語彙の充実

27JPCOARスキーマガイドライン Version 2.0より https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/2.0/resource_type_vocabulary

COAR Resource Types 3.0に
準拠して、13種類の語彙を追加
（定義の翻訳もJDCat等に準拠）



JPCOARスキーマの詳しい説明

JPCOARスキーマガイドライン
https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja
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←バージョン2.0を選択

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja


今後の展開
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メタデータ
の共通項目

メタデータ
※



メタデータの共通項目の実装

2022.10.17 GakuNin RDMでメタデータ管理機能がリリース

GakuNin RDM サポートポータルより https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/30/ 31



GakuNin RDMの入力画面

32

入力支援：
ユーザープロフィールにe-Rad研究者番号を
設定すると、e-Radの研究者情報、研究課題情
報を自動的に入力することが可能
ファイルのメタデータを別のファイルにコピー
＆ペースト可能

出力支援：
登録したメタデータをエクスポートして報告書
等に活用



GakuNin RDMとリポジトリの連携

GakuNin RDM サポートポータルより https://support.rdm.nii.ac.jp/about/ 33

開発中



まとめ
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メタデータの共通項目は、国の研究データ施策に基づいて、機関リポジトリで
も扱っていくことになる。

JPCOARスキーマが、Version 2.0でメタデータの共通項目の多くに対応し
た。そこでは、体系的番号やRORといった識別子への対応が重視されている。
国際的に使われている研究データの語彙も採用した。

GakuNin RDMでもメタデータの共通項目への対応が行われている。機関リ
ポジトリとの連携が実現すれば、公開の研究データがメタデータの共通項目に
より、さまざまなサイトで検索可能となる。
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ありがとうございました
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